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「医薬品市場へのアクセス」は、高血圧治療剤や糖尿病治療剤、抗癌剤などの主要領域に、多発性

硬化症治療剤や肺高血圧症治療剤といった希少疾患領域を含む 54 領域について、国内医療用医薬品

の動向をまとめた資料となっております。本資料は、分類した領域別に販売高トップ 5ブランドのラ

イフサイクルマネジメントや、薬効別上位ブランドの動向、専門ＭＲの導入状況、新製品及び開発品

の動向、さらに 2016 年より新たに加えた市場を取り巻く環境などについて様々な観点からまとめ上

げ、2005 年の初版から毎年ご好評を頂いております。 

 

2016 年の国内医療用医薬品総販売高(メーカー出荷ベース)は、8兆 7,800 億円となっており、2015

年から 0.1％の微減となりました。また本資料で取り扱う 54 領域の合計販売高は、8兆 5,573 億円と

なりました。2016 年は薬価改定が行われ、トップブランドの多くは薬価引き下げとなりました。特

に注目されたのは、前年急成長を遂げた｢ハーボニー｣｢ソバルディ｣で、2製品は発売後 1年未満にも

関わらず特例拡大算定の対象品目となり、31.7％と大幅な引き下げを受けました。しかし需要の高ま

りは続いたことから、｢ハーボニー｣は 2015年よりプラス152.5％となる2,651億円に成長しました。

また抗癌剤では、免疫チェック阻害剤の｢オプジーボ｣が非小細胞肺癌の適応を取得したことで販売高

は 980 億円に達し、抗癌剤市場のトップ製品となりました。しかし同剤もまた薬価が高いことを指摘

され、2018 年の薬価改定を待たずして 2017 年に 50％の薬価引き下げとなる、特例が下ったため今後

の動向が注目されます。 

また 2016 年は大型製品の特許切れが目立ち、同時にオーソライズドジェネリックとバイオシミラ

ー製剤が注目されました。オーソライズドジェネリックは、今後更に多くの製品で発売されることが

予想され、またバイオシミラー製剤は、2016 年に抗癌剤｢ハーセプチン｣｢リツキサン｣で承認申請が

行われ、現在｢アバスチン｣でも開発が行われています。現段階ではバイオシミラー製剤の浸透率は低

くなっておりますが、今後製品数の増加とともに先発品に代わる製剤としてシェアを確立していくこ

とが予想されます。2016 年は 249 製品と多くの新製品が発売され、これらの成長が期待される一方、

新薬メーカーは大型製品の特許切れによる対策に追われる年となりました。 

 

本資料が、営業・マーケティング、開発、アライアンスそしてライフサイクルマネジメントと、貴社

の戦略立案に是非ともご活用いただけますよう、スタッフ一同心より願っております。 

 

 

2017 年 4 月 

テスタ マーケティング株式会社 

メディカルディビジョン 
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４．上位ブランドの販売状況 

５．企業別販売状況(2016 年) 

６．領域別上位メーカーの動向(2016 年) 

７．専門ＭＲの導入状況(2016 年) 

８．54 領域におけるコ･マーケティング、コ･プロモーションの状況(2016 年) 

９．対象領域における新製品、新剤型･用量追加、適応拡大の状況 

10．対象領域における販売提携、開発品状況(2016 年) 

 

＜領域別市場分析編＞ 
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14 分野 54 領域(目次参照) 

■循環器 ················ ( 6 領域) ■呼吸器 ················ ( 2 領域) 

■代謝性疾患 ············ ( 5 領域) ■皮膚･アレルギー ······· ( 3 領域) 

■癌 ···················· ( 2 領域) ■腎･血液 ··············· ( 2 領域) 

■感染症 ················ ( 4 領域) ■泌尿器 ················ ( 2 領域) 

■神経系 ················ (11 領域) ■女性疾患 ·············· ( 2 領域) 

■骨･関節 ··············· ( 4 領域) ■麻酔･筋弛緩 ··········· ( 2 領域) 

■消化器 ················ ( 3 領域) ■その他 ················ ( 6 領域) 

 

 

 

2017 年 2 月～4月 

 

※ 本書における｢販売高｣は全てメーカー出荷ベースとなっております。 

 

※ 本調査の実績は全て 1～12 月の年次ベースでの実績となっています。 

 

※ 製薬企業各社のＭＲ数、専門ＭＲ数の状況は原則、2016 年 7 月時点での状況です。 

 

※ 市場動向の項目において1物1名称並行販売を行っているブランドについては合算した販売

高を掲載しております。(1 物 2 名称についてはブランド毎の販売高を掲載) 
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